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「博⼠」という学位を活かせぬ⽇本 これまでは博⼠が企業内では重荷になった？ 
 
「博⼠」という⾔葉を聞いて「専⾨バカ」と思う⼈は最近では少なくなったことと思う。し
かし、20 年、30 年前には私の実感では、博⼠を取得した分野しか知らない、融通性のない
⼈と会社の⼈事では思われていたのではないか？ 会社内で博⼠がまともに出世できたた
めしはなかった。 
 
しかし、博⼠とは⼀つの学問領域にある期間打ち込み、その道を極めたことに対して与えら
れる呼称である。集中⼒と独創⼒なくしてはこの博⼠の称号を得ることは難しい。博⼠を得
る過程において、戦略思考を⾝につけたことはまた当然である。 
 
博⼠を取得している⼈間が博⼠を取得した以外のテーマを解決しなければならないときに、
全くの無能に陥るかというとそうではない。博⼠を持っていない⼈と⽐べて、その問題を解
決するための戦略と⽅法論、そして期
間内にそれを達成するための計画案を
創り上げる⼒を持っていることは、博
⼠号を取得する過程で証明されてい
る。従って、⼤きな仕事であっても、⾃
信を持ってそれに⽴ち向かう勇気があ
る。これが博⼠であると私は信じてい
る。 
 
その博⼠を⽇本の企業が使いこなせて
いないとは。明らかにそこにある⾦の
卵を捨てているようなものである。本
⽇の記事からもわかるように、「採⽤者
の選考時に重視した点は専⾨性ではな
くコミュニケーション能⼒などの⼈柄
に関する項⽬ばかりだ」がこの根本原
因である。この傾向は当然のことなが
ら⼊社後の昇進にも反映され、仕事の
成果に関する評価ではなく⼈物の評価
が昇進を決めていくことになる。 



 
 
前ページの図もこの⽇本経済新聞の記事の⼀部 
 
 


